
別紙 単価改定に伴う単価切替え方法 

 

手元に残っている令和７年度単価の土砂搬入整理券（以下「整理券」という）を、令和８年度単価に切

替える方法を示します。 

 

手順の概要 

・（１）令和８年度単価での発券を受けるための変更申請 

・（２）手元に残っている令和７年度単価の整理券の還付申請 

※（１）と（２）は同時に申請できません。 

土砂搬入時期や還付対象の整理券が確定した時期により、それぞれ個別に行ってください。 

 

（１）令和８年度単価の発券を受けるための変更申請 

（例：令和８年度に 10ｔ車券５枚分を土砂搬入する場合） 

 

①申請を行いたい工事の「申請書一覧」画面を開き、「変更申請」ボタンをクリックします。 

 

②「申請書入力」画面の「単価年度」を「令和８年度」に変更します。 

③【申込書】タブをクリックします。 

 

①ボタンをクリック 

③タブをクリック 

②単価年度を「令和８年度」

に変更 



④「変更後設計土量」に、設計土量＋切替えたい整理券枚数の換算土量を計算し入力します。 

設計土量 100m3＋変更枚数 5枚×5.277m3/枚＝126.385m3 ←入力 

 

⑤「変更後設計土量所要枚数」に、設計土量所要枚数＋切替えたい整理券枚数を計算し入力します。 

設計土量所要枚数 19 枚＋切替えたい枚数 5枚＝24枚 ←入力 

 

⑥「今回購入枚数」に、切替えたい整理券の枚数を入力します。 

切替えたい枚数 5枚 ←入力 

 

 
 

 

⑦【建設発生土搬出計画工程表】タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④土量を入力 

設計土量 100＋5 枚×5.277m3/枚＝126.385m3 

 

⑤変更後設計土量に対する所要枚数を入力 

設計土量所要枚数 19＋5 枚＝24 枚 

 

⑥切替えたい整理券枚数を入力 

⑦タブをクリック 



⑧「設計数量」を「変更後設計土量」に変更します。 

⑨搬出計画工程表の変更がある場合には、工程表の修正を行ってください。 

※本申請の場合、工程表は変更後設計土量に合わせる必要はありません。 

⑩ 「連絡事項」に切替え対象枚数と土量、令和７年度単価の還付がある場合には、還付申請時期を記

入してください。 

   記入例： 

    単価変更 10ｔ車券 5枚×5.277＝26.385m3 

    4月以降に残った券を還付します 

 

⑪「入力完了」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

⑫変更申請の承認後に送信される振込案内のメールにより、搬入料金の振込を行ってください。 

振込完了後に「振込完了入力」をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧土量を「変更後設計土量」に修正 

⑨工程の変更がある場合には修正 

※搬出量合計は変更後設計土量に合わせる必要はありません 

⑩単価変更の対象枚数・土量と 

還付がある場合には申請時期を記入 

⑪ボタンをクリック 



（２）令和７年度単価の変更申請（還付） 

（例：令和８年度に 10ｔ車券５枚分を土砂搬入するため切替えを行い、手元に残った令和７年度単価

の整理券を還付する場合） 

 

①申請を行いたい工事の「申請書一覧」画面を開き、「変更申請」ボタンをクリックします。 

 

②「申請書入力」画面の「単価年度」を「令和７年度」に変更します。 

③【申込書】タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ボタンをクリック 

③タブをクリック 

②単価年度を「令和７年度」

に変更 



④「変更後設計土量」に、設計土量－還付したい整理券枚数の換算土量を計算し入力します。 

設計土量 126.385m3－還付したい枚数 5枚×5.277m3/枚＝100m3 ←入力 

 

⑤ 「変更後設計土量所要枚数」に、設計土量所要枚数－還付したい整理券枚数を計算し入力します。 

設計土量所要枚数 24 枚－還付したい枚数 5枚＝19枚 ←入力 

 

⑥「今回購入枚数」は、自動的に表示されますので、合っているか確認します。 

 

 

⑦【建設発生土搬出計画工程表】タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④土量を入力 

設計土量 126.385－5 枚×5.277m3/枚＝100m3 

 

⑤変更後設計土量に対する所要枚数を入力 

設計土量所要枚数 24－5 枚＝19 枚 

 

⑥自動的に表示されるため、

合っているか確認 

⑦タブをクリック 



⑧「設計数量」を「変更後設計土量」に変更します。 

⑨搬出計画工程表の変更がある場合には、工程表の修正を行ってください。工程表は発生土量による

ものとし、変更後設計土量に合わせないでください。 

⑩「連絡事項」に単価変更の対象枚数と土量と、令和８年度単価の購入時期を記入してください。 

   記入例： 

    単価変更 10ｔ車券 5枚×5.277＝26.385m3 

    令和８年度単価分 ３月に発券済み 

 

⑪「入力完了」ボタンをクリックします。 

 

 

 

⑫還付対象の整理券は、当センター建設発生土窓口に郵送または持参にて返却してください。 

還付対象の整理券と申請があっているか確認してからの受付となります。 

⑬変更申請の承認後に送信される還付案内のメールにより、搬入料金の還付を行います。搬入料金の

還付には時間がかかる場合があります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

⑧土量を「変更後設計土量」に修正 

⑨工程の変更がある場合には修正 

⑩単価変更の対象枚数・土量と 

令和８年度単価の購入時期を記入 

⑪ボタンをクリック 


